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　「人口減少社会における広域連
携のあり方～住みたい、訪れたい、
活力あるまちづくりを目指して」
をテーマに開催します。
　昭島市と近隣８市（立川市、小
平市、日野市、国分寺市、国立市、
福生市、東大和市、武蔵村山市）の
市長が、市域を越えることで可能
となる行政サービスの向上や魅力
あるまちづくりについて話し合い
ます（入場無料／申込不要）。
◇ 日時　11月１日（木）の午後３時
～５時30分
◇ 場所　総務省自治大学校（立川
市）
※車での来場はご遠慮ください。
☆詳しくは、企画政策課へ。
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ごみについて考える10月

　平成29年度は、皆さんにご協力いただき、ごみ
を1000トン以上も減らすことができました。今後
も更なる減量を目指していきますので、ご協力を
お願いします。
◎ごみを減らすのはなぜ？
　ごみを燃やしたり埋め立てたりすると環境への
負担となります。また、石油や木材など資源には
限りがあります。次の世代へ良い環境と限りある
資源を残していくために、今ごみを減らしていく
しかありません。
◎３Ｒでごみを減らそう
　10月は３Ｒ推進月間です。３Ｒとは、ごみを減ら 
すための次の行動をいいます。
＊ Reduce（リデュース）＝ごみをできるだけ減らす
＊ Reuse（リユース）＝すぐに捨てずに何度も使う

 
＊ Recycle（リサイクル）＝使い終わったものをもう
一度原料に戻して製品を作る

　これらを心がけると、確実にごみを減らすこと
ができます。
◎�食品ロスについて考えよう�
　～ 10月16日は世界食糧デー～
　現在、日本では、年間646万トンの食品ロス（ま
だ食べられる食品を廃棄すること）が発生していま
す。一方、世界では、９人に１人がじゅうぶんに
食事をとれない状況です。この日をきっかけに、
食品は傷まないうちに使い切る、宴会では残さず
食べきるなどして、食品ロスを減らしましょう。
☆詳しくは、ごみ対策課（環境コミュニケーション
センター内）☎546-5300へ。


